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会会 長長 挨挨 拶拶   
会長 森 益男 

いよいよ自衛隊の“イラクでの復興

支援活動”始まろうとしています。し

かし、米英軍がイラクを制圧してから

既に数ヶ月が経ちますが、６月にはイ

ラク人による政府を立ち上げたいと

いうアメリカの目論見は現在のとこ

ろ順調にいっているようにも思えま

せん。私は１つの歴史を思い起こしま

す。１１世紀末からの約２００年間、

西洋人にアラブは侵略されます。「フ

ランク」と呼ばれた西洋人たちは主と

して地中海東岸を襲い、居座り、去っ

ていきました。所謂「十字軍の遠征」

です。文明では西欧より進んでいたア

ラブ社会が野蛮で勇敢なフランクの

騎士たちに侵略され蹂躙されます。そ

して幾多の試練の後、ついに彼らは西

欧を撃退するのですが、その後は勝っ

たはずのアラブが衰退に向かい、逆に

西欧は飛躍的に発展を遂げていきま

す。それは西欧人がその遠征中にアラ

ビア語を学び、医学、天文学、科学、

地理学、数学、建築などの知識を吸収

したのに対し、アラブは西欧の思想な

どに心を開こうとはしなかったため

に、進歩も近代化も相手方だけのもの

となったといわれてます。 

「敵から学ぶ」はわが日本にも当て

はまる経験でもあります。ペリー艦隊

による開国から始まった明治維新や、

第２次大戦後の復興と経済発展がそ

うだと思いますし、また８０年代経済

戦争に遅れをとった米国が日本に学

んで巻き返したのもそれに当たると

思います。解放軍か侵略者か・・イラ

クをほぼ制圧している米英軍に対す

るイラクの民衆の感情は複雑だと思

われます。しかし、ただ単に“文明の

衝突”とか“復讐”だとかを煽るだけ

では彼らにとっても不幸ではないで

しょうか。「十字軍以後」に学ぶこと

は多いと思います。本日は中クラブの

青木会員による「中国へ進出後の現状

報告」という興味深いお話をいただき

ます。ぜひ色々な面で学びたいと思い

ます。 

第 3 回 次 年 度 理 事 役 員 会 

日時:平成16年2月 17日(火)13:40～ 

場所:岐阜ルネッサンスホテル 

司会:中山 章 幹事 

開会挨拶:加藤義明 副会長 

議事録作成:中山 章 幹事 

出席者と資料の確認:中山 章 幹事 

会長挨拶:田邊雅範 会長 

議長選出:田邊雅範 会長 

出席者:田邊、加藤(義)、中山、内木、

安田、森、秋保、村山、林、佐藤 

【議題】 

第１号議題: 職業分類表見直しの件 

＊次年度クラブ活動計画書からは新

分類表に沿って変更することを確認

し、承認されました。会員手帳作成の

ため現理事役員にも承認依頼するこ

とも確認。 

第２号議題: 15期予算見直しの件 

＊ポリオ撲滅寄付、15 周年準備委員会

会費、植林事業留学生参加費用等追加

し、基本合意されました。 

第３号議題: 米山奨学金、Ｒ財団への

寄付の件 ＊例年の形を踏襲し継続

することで承認されました。 

【協議事項】＊会員増強について 

７月度新会員スタートを目指して、４

月末までの推薦確定への協力を依頼。

改めて全会員へ要請することを確認。 

閉会の挨拶:森 益男 直前会長 

 
前例会の記録 

平成１６年２月１７日（火） 
[点鐘]１２時３０分 

[ソング]それでこそロータリー 

[ゲスト]米山奨学生 叶 冠林 君 

[ビジター]渡辺 一君(岐阜南ＲＣ) 

 

[出席]会員総数４１名 

（出席免除０名、猶予０名） 

本日出席３０名 ７３．１７％ 

[行事]会長挨拶・食事・幹事報告・ 

委員会報告・ニコボックス報告 

[卓話]『中国南通独資工場設立報告』 

青木 弘会員 

担当 会計監査 

 

次 回 予 定第６３５回 

 

平成１６年３月２日（火） 

[点鐘]１２時３０分 

[行事]卓話『防災について』 

講師 見尾谷 稔様 

担当 副ＳＡＡ委員会 
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